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研究 7 では、「心身にわたる自己感覚」の構成概念を検討するため、上倉氏は研究 5、6を基に「心身
にわたる自己感覚」尺度を作成し、健常者 368 名を対象とした質問紙調査を行い、信頼性の高い「心身
の統合に関わる自己感覚」尺度を開発した。研究 8 および研究 9 では、上倉氏は統合失調症者に適用可
能な心理状態 (自己感覚, 自我障害) 測定ツールの開発を行った。具体的には、研究 8では、「心身の統合
に関わる自己感覚」尺度短縮版を開発した。この尺度を、上倉氏が陰性症状主体の統合失調症者 28名に
実施した結果、女性は男性よりも有意に強く「身体的安定感」と「主体的感覚」を感じていることを明ら





の検証を目的として、陰性症状主体の統合失調症者を対象とし、 介入群と統制群 (通常治療群) 各 15名
を設けて、研究協力者、主治医、看護師による動作療法前後の自己記入式評価および研究協力者へのラバ
ーハンド錯覚実験を行った。その結果、動作療法 5 回の実施で介入群において統制群よりも有意に「身
体的所有感」と「主体的感覚」が向上すること、「身体的安定感」とリラックス感が向上する可能性が示
唆された。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
上倉氏による研究の意義として、下記のことをあげることができる。 
 ①これまで未解明であった統合失調症に対する動作療法のメカニズム仮説が生成されたこと、②実証 
的研究がほとんどない動作療法研究の中で、統制群を設けた効果検討がなされたこと、③統合失調症者に
対する心理的側面の評価ツールとして精神障害者にとって負担の少ない「自己感覚尺度短縮版」を開発し
たこと、④認知科学領域では注目されていたものの心理療法の効果測定には用いられていなかった RHI
実験を効果測定ツールとして援用したこと、⑤従来の統合失調症に対する動作療法研究では行われてこ
なかった標準化された評価尺度を集団に対して用いた研究を行ったこと、⑥これまで研究がなされてい
ない統合失調症者の身体的所有感覚の時間経過による変化を検討したこと、などである。 
ただ、本研究においては、統合失調症に対する動作療法のメカニズム仮説を生成し、その検証を行った
が仮説としていた自我障害と陰性症状の改善効果はみられなかった。動作療法による心身の統合に関わ
る自己感覚と自我障害改善を結ぶ媒介変数が他にも存在する可能性が挙げられる。 
平成３０年１月３０日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（カウンセリング科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
